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イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
の
活
動
報
告

二
〇
一
五
年
度
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
を

中
心
拠
点
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
二
〇
〇
八
年
度
﹁
人
文
学
及
び
社

会
科
学
に
お
け
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進

事
業
﹂（
文
部
科
学
省
）
に
採
択
さ
れ
（
一
〇
年

度
よ
り
﹁
特
色
あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推

進
事
業
﹂
と
改
訂
）、
ま
た
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

に
は
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
認
定
を
受
け
、
共
同
研
究
拠
点
の
構
築
に

努
め
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
．
公
募
研
究

　
　
『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
観
光
』

　

二
．
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
事
業

　
　

 『
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
講
読
会
』

　
　

 『
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
『
治
癒
の
書
』

研
究
会
』

　
　

 『
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ド
ル
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ウ

マ
リ
ー
原
典
講
読
会
』

　
　

 『
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
に
お
け
る

唯
物
論
的
諸
傾
向
』
読
書
会　
　
　

　
　

 『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
・
若
手
研
究
者

の
会
』

　
　

 『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会
』

　
　

 『
エ
ジ
プ
ト
・
コ
プ
ト
＆
イ
ス
ラ
ー
ム
物

質
文
化
研
究
会
』

　

三
．
日
本
学
術
振
興
会
拠
点
形
成
事
業
Ｂ
．

　
　
　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤
形
成
型

　

四
． 

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
形
成
Ｂ
事

業
）

　

五
．
大
学
間
連
携
等
に
よ
る
共
同
研
究

　

六
．
そ
の
他
の
活
動

　

七
．
他
拠
点
の
活
動

一　

公
募
研
究

早
稲
田
大
学
拠
点
で
は
、
文
部
科
学
省
﹁
特
色

あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
﹂
の
一

環
と
し
て
共
同
研
究
課
題
の
公
募
を
行
い
、
以
下

の
公
募
研
究
を
二
〇
一
五
年
度
よ
り
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

 ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
と
観
光
﹂（
代
表
：
福
島
康
博
、

東
京
外
国
語
大
学
）

二　

Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
事
業

Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
（
人
間
文
化
研
究
機
構
）
事
業
と
し

て
、
原
典
の
共
同
研
究
・
講
読
会
、﹁
イ
ス
ラ
ー

ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹂
研
究
会
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
・
若
手
研
究
者
の
会
、
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｓ
（
現
代

イ
ン
ド
地
域
研
究
）
と
の
連
携
事
業
、
エ
ジ
プ

ト
・
コ
プ
ト
＆
イ
ス
ラ
ー
ム
物
質
文
化
研
究
会
等

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
度
に
は

以
下
の
研
究
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
講
読

会
﹂
は
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
Ｓ
・
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
﹁
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
に
関
す
る
学
術
協
定
書
﹂
に
基

づ
く
研
究
活
動
で
す
。

▼
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
講
読
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
四

月
四
日
）、
第
二
回
（
五
月
二
日
）、
第
三
回
（
六

月
六
日
）、
第
四
回
（
七
月
四
日
）、
第
五
回

（
一
〇
月
三
日
）、
第
六
回
（
一
一
月
七
日
）、
第

七
回
（
一
二
月
五
日
）、
第
八
回
（
二
〇
一
六
年

一
月
一
一
日
）、
第
九
回
（
二
月
一
二
日
）

▼
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
『
治
癒
の
書
』
研
究
会

第
六
五
回
研
究
会
（
七
月
二
六
日
）、
第
六
六
回

研
究
会
（
一
一
月
一
五
日
）

▼ 

イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ド
ル
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ウ
マ
リ
ー

原
典
講
読
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
四

月
一
八
日
）、
第
二
回
（
五
月
三
〇
日
）、
第
三
回

（
六
月
二
〇
日
）、
第
四
回
（
七
月
二
六
日
）、
第

五
回
（
九
月
二
六
日
）、
第
六
回
（
一
〇
月
三
一
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日
）、
第
七
回
（
一
一
月
二
八
日
）、
第
八
回

（
一
二
月
二
〇
日
）

▼ 『
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
に
お
け
る
唯
物

論
的
諸
傾
向
』
読
書
会

第
二
八
回
読
書
会
（
二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日
）、

第
二
九
回
（
一
〇
月
一
七
日
）、
第
三
〇
回

（
一
二
月
一
九
日
）

▼
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
・
若
手
研
究
者
の
会

二
〇
一
五
年
度
五
月
例
会
（
二
〇
一
五
年
五
月

二
三
日
）、
六
月
例
会
（
六
月
二
七
日
）、
七
月
例

会
（
七
月
一
一
日
）、
一
〇
月
例
会
（
一
〇
月

二
四
日
）、
一
一
月
例
会
（
一
一
月
二
八
日
）、
二

月
例
会
（
二
〇
一
六
年
二
月
二
七
日
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
・
ラ
ウ
ン
ジ
企
画
﹁
ロ
シ

ア
・
中
国
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
国
家
―
―
二
〇
世
紀
政
治
変
動
期
に
お
け
る
多

文
化
共
生
の
実
践
と
そ
の
課
題
﹂

 

二
〇
一
六
年
一
月
九
日

主
催　

 

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言

語
文
化
研
究
所

共
催　

中
国
ム
ス
リ
ム
研
究
会

▼
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
七

月
三
一
日
）、
第
二
回
（
一
二
月
七
日
）

▼ 

エ
ジ
プ
ト
・
コ
プ
ト
＆
イ
ス
ラ
ー
ム
物
質
文
化

研
究
会

第
五
回
公
開
研
究
会
（
六
月
一
二
日
）、
第
六
回

（
一
〇
月
二
六
日
）

共
催　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
班
研
究
﹁
イ

ス
ラ
ー
ム
美
術
の
諸
相
﹂

▼ 

現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
と
の

連
携
事
業

研
究
会
﹁
南
ア
ジ
ア
都
市
居
住
の
現
在
﹂

 

二
〇
一
五
年
六
月
二
五
日

報
告
者　

山
根
聡
（
大
阪
大
学
）

題
目　
﹁
カ
ス
ー
ル
市
の
構
造
に
つ
い
て
﹂

報
告
者　

山
田
協
太
（
京
都
大
学
）

題
目　

 ﹁
フ
ラ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
出
会
い
の

イ
ン
ド
洋
―
―
ナ
ゴ
ー
ル
ダ
ル
ガ
ー
を
事

例
と
し
て
﹂

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　
　

深
見
奈
緒
子
（
日
本
学
術
振
興
会
）

　
　
　

山
根
周
（
関
西
学
院
大
学
）

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日

報
告
者　

 B
rahm

a C
hellaney (Professor, C

en-
tre for Policy R

esearch, N
ew

 D
elhi

）

題
目　

 “South A
sia after 9/11: Terrorism

, D
e-

m
ocracy, and Inter- State R

elationsˮ

報
告
者　

 M
asato Toriya (R

esearcher, C
enter 

for Islam
ic Studies, Sophia U

niver-
sity

）

題
目　

 “T
he Political Situation and Social 

Trends of Pashtun in A
fghanistan and 

Pakistanˮ

共
催　

笹
川
平
和
財
団

﹁
現
代
社
会
の
政
治
と
思
想
﹂
研
究
会

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
四
日

報
告
者　

山
根
聡
（
大
阪
大
学
）

題
目　

 ﹁
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
『
国
家
行
動
計

画N
ational A

ction Plan

』
の
成
果
―
―

イ
ス
ラ
ー
ム
と
テ
ロ
を
め
ぐ
る
内
政
の
変

化
﹂

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　
　

井
上
あ
え
か
（
就
実
大
学
）

▼
そ
の
他

人
間
文
化
研
究
機
構
第
二
六
回
公
開
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
苦
悩
す
る
中
東
﹂

 

二
〇
一
五
年
四
月
二
五
日

講
演
一

　
　
　

酒
井
啓
子
（
千
葉
大
学
法
政
経
学
部
教
授
）

　
　
　
﹁
苦
悩
す
る
ア
ラ
ブ
﹂

講
演
二

　
　
　

桜
井
啓
子
（
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
）

　
　
　
﹁
苦
悩
す
る
イ
ラ
ン
﹂

講
演
三

　
　
　

 

澤
江
史
子
（
上
智
大
学
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学

部
教
授
）

　
　
　
﹁
苦
悩
す
る
ト
ル
コ
﹂

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

司
会　

 

福
田
安
志
（
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
機
構
研
究
院
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　

 

末
近
浩
太
（
立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
教

授
）

　
　
　

 

錦
田
愛
子
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
准
教
授
）
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ホ
サ
ム
・
ダ
ル
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
（
日
本
貿
易

振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員
）

共
催　

日
本
中
東
学
会

　
　
　

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

後
援　

文
部
科
学
省

日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
地
域
研
究

か
ら
の
問
い
﹂

 

二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
日

第
一
部

基
調
報
告

　
　
　

 

内
藤
正
典
（
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）

　
　
　

 ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
み
た
『
亀
裂
』
の
あ

り
方
﹂

第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
地
域
か

ら
の
視
点
﹂

司
会　

 

貴
志
俊
彦
（
日
本
学
術
会
議
第
一
部
連
携
会

員
、
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

　
　
　

 

宮
島
喬
（
日
本
学
術
会
議
第
一
部
連
携
会
員
、

お
茶
の
水
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

 

武
内
進
一
（
日
本
学
術
会
議
第
一
部
連
携
会

員
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所  

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　

 

中
條
献
（
桜
美
林
大
学
人
文
学
系
教
授
）

　
　
　

 

大
串
和
雄
（
日
本
学
術
会
議
第
一
部
連
携
会

員
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教

授
）

　
　
　

 

宮
崎
恒
二
（
日
本
学
術
会
議
第
一
部
会
員
、

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
科
教
授
、
副
学
長
）

　
　
　

 

外
村
大
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
）

主
催　

 

日
本
学
術
会
議
地
域
研
究
委
員
会
地
域
基

盤
整
備
分
科
会
・
多
文
化
共
生
分
科
会

　
　
　

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

共
催　

 

地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ｃ
Ａ

Ｓ
）
地
域
研
究
学
会
連
絡
協
議
会
（
Ｊ
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ａ
）

　
　
　

 

京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　

�

Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地

域
研
究
東
京
大
学
拠
点
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）

Farhad A
tai

氏
来
日
講
演
会

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
日

講
演
者　

 

フ
ァ
ル
ハ
ー
ド
・
ア
タ
ー
イ
ー
（
テ
ヘ

ラ
ン
大
学
）

題
目　

 “The C
hanging Political D

ynam
ics in 

the M
iddle East; Iran and the R

egionˮ

Farhad A
tai

氏
来
日
セ
ミ
ナ
ー

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
四
日

報
告
者　

 
フ
ァ
ル
ハ
ー
ド
・
ア
タ
ー
イ
ー
（
テ
ヘ

ラ
ン
大
学
）

題
目　

 “Escape to the G
reat O

utdoors; N
ature 

O
utings by the U

rban Youth in Iranˮ

二
〇
一
五
年
度
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
合
同
集

会
・
公
開
講
演
会

 

二
〇
一
六
年
一
月
三
〇
日

司
会　

 

近
藤
信
彰
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
）

講
演
者　

 

三
浦
徹
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
／
東
洋
文

庫
拠
点
代
表
）

題
目　

 ﹁
地
域
研
究
と
比
較
史
：
イ
ス
ラ
ー
ム
の

都
市
社
会
﹂

講
演
者　

堀
川
徹
（
京
都
外
国
語
大
学
）

題
目　

 ﹁
中
央
ア
ジ
ア
法
廷
文
書
史
料
の
可
能
性
﹂

講
演
者　

秋
葉
淳
（
千
葉
大
学
）

題
目　

 ﹁
女
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
か
ら
み
え
る
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
社
会
﹂

講
演
者　

竹
中
千
春
（
立
教
大
学
）

題
目　

 ﹁
多
文
化
主
義
の
歴
史
的
土
壌
と
南
ア
ジ

ア
の
政
治
﹂

総
合
討
論

三　

 

日
本
学
術
振
興
会
拠
点
形

成
事
業
Ｂ
．
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
学
術
基
盤
形
成
型

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
を
拠

点
と
す
る
研
究
交
流
課
題
﹁
多
文
化
環
境
下
に
お

け
る
価
値
の
交
渉
―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
共
生
に

向
け
た
発
展
的
研
究
﹂
が
、
日
本
学
術
振
興
会
研

究
拠
点
形
成
事
業
（
Ｂ
．
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学

術
基
盤
形
成
型
）
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
究

は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
の

日
本
学
術
振
興
会
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤

形
成
事
業
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
と
多
元
文
化
主
義
―
―

イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
共
生
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
﹂

を
基
礎
と
し
た
発
展
的
研
究
で
す
。
二
〇
一
五
年
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度
に
は
以
下
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼ 

ア
ブ
ダ
ビ
国
際
会
議“Islam

 in G
lobal 

Perspectivesˮ

 

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
―
三
日

一
一
月
一
日

パ
ネ
ル
一

“D
isplacem

ent and M
em

ory in Transnational 
Perspectivesˮ
O

rganizer

　
　
　Ella Shohat (N

Y
U

N
Y

)

　
　
　M

arc M
ichael (N

Y
U

A
D

)

Panel Participants

　
　
　�Faisal D

evji (St . A
ntonyvs  C

ollege , U
ni-

versity  of  O
xford )

　
　
　

�“T
heft and R

ecovery: A
 R

ecurring 
Them

e in the G
lobalization of Islam

ˮ

　
　
　

�N
acira G

uénif-Souilam
as (U

niversity  of  

Paris V
III)

　
　
　

�“Internal Exile and External C
onten-

tion: M
inorities and M

igrants H
eterot-

opies on the O
ld C

ontinentˮ

　
　
　

�Ella Shohat (N
Y

U
N

Y
)

　
　
　

�“O
rientalist G

enealogies: T
he Split 

A
rab / Jew

 Figure R
evisited”

パ
ネ
ル
二

“G
lobalization of R

eligious N
orm

s and Prac-
tices: H

alal Foodˮ

O
rganizer

　
　
　

�Y
ukari Sai (W

aseda  U
niversity )

C
hair

　
　
　

�M
ark Sw

islocki (N
Y

U
A

D
)

Panel Participants

　
　
　

�K
azue H

osoda (C
huo  U

niversity )

　
　
　�“Japanese C

uisine in Israel: B
etw

een 
K

osher and O
rganic”

　
　
　

�M
d N

asrudin M
d A

khir and Siti R
o-

hainin K
assim

 ( both A
sia- Europe Insti-

tute , U
niversity  of  M

alaya , M
alaysia )

　
　
　

�“H
alal Executive as a M

easure for Stan-
dardization: The Role of H

igher Learn-
ing Institutionsˮ

　
　
　

�Y
ukari Sai (W

aseda  U
niversity )

　
　
　

�“H
alal Food and M

uslim
-Friendly Ser-

vices in Taiw
an”

パ
ネ
ル
三

“D
iscourses on W

om
en, M

ulticulturalism
 &

 
Islam

: G
lobal C

om
parative A

nalysesˮ
O

rganizers

　
　
　

�R
ahm

a A
bdulkadir  (N

Y
U

A
D

)

　
　
　

�M
arzia B

alzani (N
Y

U
A

D
)

Panel Participants

　
　
　

�Sherene R
azack (U

niversity  of  Toronto )

　
　
　

�“H
ow

 Fem
inists C

an T
heorize V

io-
lence A

gainst M
uslim

 W
om

en and 
W

ork to End It”

　
　
　

�Estella C
arpi (A

bu  D
habi )

　
　
　

�“M
uslim

 W
om

en and G
enderInequali-

ty in A
ustraliavs A

ssim
ilationist- M

ul-
ticultural Policies”

　
　
　

�Sara B
orrillo (U

niversity  LvO
rientale , 

N
aples)

　
　
　

�“M
oroccan W

om
en Preachers (M

uršidāt): 
A

 M
odel of Fem

ale Religious A
uthority? ˮ

パ
ネ
ル
四

“M
igration and Transnational Social Spacesˮ

O
rganizers

　
　
　

�H
irofum

i Tanada (W
aseda  U

niversity )

　
　
　

�H
irofum

i O
kai (W

aseda  U
niversity )

C
hair 

　
　
　

�O
m

ar Farouk (U
niversiti  Sains , M

alaysia )

Panel Participants

　
　
　

�H
irofum

i O
kai (W

aseda  U
niversity )

　
　
　

�“T
he Form

ation and D
evelopm

ent of 
R

eligious N
etw

orks in the M
uslim

 
C

om
m

unity in Japanˮ

　
　
　

�R
im

a Sabban  (Zayed  U
niversity , D

ubai )

　
　
　

�“Transnationalization and the R
eli-

gious: B
ordering T

hreat in Tranquil 
Spacesˮ

　
　
　

�M
asako A

zum
a (W

aseda  U
niversity )

　
　
　

�“Punjabi M
igrants in Toronto”

　
　
　

�Tom
oko Fukuda (C

hiba  U
niversity )
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�“Transnationalism
 and Pakistani M

i-
grant E

ntrepreneurs in Japan and 
U

A
Eˮ

Public Event: K
eynote

　
　
　

�M
ayanthi L. Fernando (U

niversity  of  

C
alifornia, Santa C

ruz)
　
　
　

�“U
npredictable Futures: Islam

, C
iti-

zenship, and Political Possibility in 
France”

一
一
月
二
日

パ
ネ
ル
五

“The C
enter D

oes N
ot H

old: The ‘Localv and 
the ‘V

ernacularv as a Problem
 of G

lobal Is-
lam

ic Studies ( R
oundtable) ˮ

O
rganizers

　
　
　

�Lauren M
insky (N

Y
U

A
D

)

　
　
　

�Erin Pettigrew
 (N

Y
U

A
D

)

Panel Participants

　
　
　

�D
avid O

w
usu-A

nsah (Jam
es  M

adison  

U
niversity)

　
　
　

�Terenjit Sevea (U
niversity  of  Pennsylva-

nia)

　
　
　

�A
nna Bigelow

 (N
orth  C

arolina  State  U
ni-

versity)

パ
ネ
ル
六

“Educational and B
ureaucracy R

eform
s under 

Im
perial R

ules at the D
aw

n of the M
odern 

Era: C
ase Studies of the O

ttom
an Em

pire, the 
Q

in D
ynasty and Iranˮ

O
rganizer

　
　
　

�Takayuki Yoshim
ura (W

aseda  U
niversi-

ty)

Panel Participants

　
　
　

�K
iyohiko H

asebe  (W
aseda  U

niversity )

　
　
　

�“Legislation of C
om

pulsory Education 
in the O

ttom
an Em

pireˮ

　
　
　

�Zvi B
en-D

or B
enite (N

Y
U

N
Y

)

　
　
　

�“C
hinese Islam

 and the State during 
the Q

ing Period: Sovereignity and K
n-

w
oledge Productionˮ

　
　
　

�M
ikiya K

oyagi  (N
Y

U
N

Y
)

　
　
　

�“Integrating Iranian Physical C
ulture 

w
ith G

lobal Trends: A
dvocacy for 

Physical Education in Iran, 1900-1926 ˮ

パ
ネ
ル
七

“N
arratives of G

lobal Islam
 in H

istorical 
Perspectiveˮ
O

rganizer

　
　
　

�Zvi B
en-D

or B
enite  (N

Y
U

N
Y

)

C
hair

　
　
　

�A
isha K

han (N
Y

U
N

Y
)

Panel Participants

　
　
　

�A
m

ir M
insky  (N

Y
U

A
D

)

　
　
　

�“Islam
 in H

erdervs Early C
onception 

of ‘M
orgenlandv”

　
　
　

�Johan Elverskog (Southern  M
ethodist  

U
niversity)

　
　
　

�“B
uddhist-M

uslim
 Intellectual 

Exchangeˮ

　
　
　

�A
dnan H

usain (Q
ueenvs  U

niversity , To-

ronto)

　
　
　

�“G
eopolitical Theology: Latin C

hris-
tendom

vs Encounter w
ith Islam

 and 
Judaism

 in the M
edieval M

editerra-
nean”

パ
ネ
ル
八

“The D
ynam

ics of M
ulticulturalism

ˮ
O

rganizers

　
　
　

�Tetsu A
kiyam

a (W
aseda  U

niversity )

C
hair

　
　
　

�Justin Stearns (N
Y

U
A

D
)

Panel Participants

　
　
　

�Tetsu A
kiyam

a (W
aseda  U

niversity )

　
　
　

�“W
hy D

id a N
om

adic H
ero G

o To 
H

ajj?: O
n the Islam

ic D
ynam

ism
 of 

R
ussian C

entral A
sia”

　
　
　

�Satoshi K
atsunum

a  (W
aseda  U

niversity )

　
　
　

�“W
hat D

o Prisoners W
ork For?: Prison 

R
eform

 and Social C
hange in C

olonial 
Egypt”

一
一
月
三
日

パ
ネ
ル
九

“H
istory of M

ulticultural E
nvironm

ent in 
Port- cities around the Indian O

cean: N
egotiat-
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ing V
alues on Shelterˮ

O
rganizer

　
　
　

�N
aoko Fukam

i (W
aseda  U

niversity )

C
hair

　
　
　

�Takenori Yoshim
ura (W

aseda  U
niversity )

Panel Participants
　
　
　

�A
laa el-H

abashi (M
onofia  U

niversity , 

Egypt)

　
　
　

�“R
egeneration of H

istori Suqs (M
ar-

kets): Exam
ples from

 C
airo, Egypt and 

M
uharraq, B

ahrainˮ

　
　
　

�N
aoko Fukam

i (W
aseda  U

niversity )

　
　
　

�“B
hadreshw

ar: From
 the M

edieval Port 
C

ity to a M
odern V

illage in G
ujarat, 

Indiaˮ

　
　
　

�M
oham

ed Jam
eel M

auroof (U
niversity  

of M
alaya)

　
　
　

�“C
ultural H

eritage of the M
aldives and 

its R
evival through Tourism

ˮ

パ
ネ
ル
一
〇

“Translation as Politics: Textualizing G
ender, 

R
eform

 and R
eligion in the M

ultilingual 19 th-
C

entury O
ttom

an Em
pireˮ

O
rganizer

　
　
　

�M
arilyn B

ooth (M
agdalen  C

ollege , U
ni-

versity of O
xford)

C
hair

　
　
　

�M
aurice Pom

erantz (N
Y

U
A

D
)

Panel Participants

　
　
　

�O
rit B

ashkin (U
niversity  of  C

hicago )

　
　
　

�“O
n Tw

ins, Scandals and U
nw

anted 
Schools: G

ender and Translation in 
Late O

ttom
an Iraqˮ

　
　
　

�Titika D
im

itroulia (A
ristotle  U

niversity  

of  T
hessaloniki ) and A

lexander K
aza-

m
ias ( U

niversity of C
oventry)

　
　
　

�“Translation, M
ediation and G

ender 
Politics in the Late O

ttom
an Em

pire: 
The C

ase of Egyptvs G
reeksˮ

　
　
　

�M
arilyn B

ooth  (M
agdalen  C

ollege , U
ni-

versity of O
xford)

　
　
　

�“E
ducating R

ayya: H
ow

 Fénelonvs 
17th-C

entury French Treatise  D
e lvé-

ducation des filles B
ecam

e a A
rabic-

Egyptian- Islam
ic Text Tw

o C
enturies 

Later (1901, 1909) ˮ

パ
ネ
ル
一
一

“State, Society and M
ulticulturalism

ˮ
O

rganizer

　
　
　

�Sadashi Fukuda (W
aseda  U

niversity )

C
hair

　
　
　

�Jun’ichi N
ishim

ura  (W
aseda  U

niversity )

Panel Participants

　
　
　

�M
ichael G

ilsenan (N
Y

U
N

Y
)

　
　
　

�“Translation, Law
 and R

ace in the A
ge 

of Em
pire: T

he V
iew

 from
 C

olonial 
Singapore, 1880-1914 ˮ

　

　
　

�Sadashi Fukuda (W
aseda  U

niversity )

　
　

�“Indian M
erchants and B

ritish Protection 
in 19-20 th C

enturiesv M
uscatˮ

▼ 

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
若
手
研
究
者
討
論

会
﹂

 

二
〇
一
六
年
一
月
二
三
日

報
告
者　

 M
asayo W

atanabe (The  U
niversity  of  

Tokyo) 

題
目　

 “The C
oncept of Q

uantity in A
rabic  

Sciencesˮ

報
告
者　

 Y
uko Sugim

oto (W
aseda  U

niversity ) 

題
目　

 “C
riticism

s of the O
ttom

an G
overn-

m
ent A

ppearing in Periodicals Edited 
by al- K

aw
ākibīˮ

報
告
者　

Ryosuke O
no (K

eio  U
niversity ) 

題
目　

 “A
bdürreşit İbrahim

vs Final Years in 
Tokyo (1938-1944): The U

ngodly Japa-
nese Intention to M

ake H
im

 an Islam
ic 

Saintˮ

共
催　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ
ダ
ビ
校

　
　
　

 

マ
ラ
ヤ
大
学
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

院

四　

 

科
学
研
究
費
補
助
金 

︵
基
盤
研
究
Ｂ
事
業
）

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、

二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
研
究
活
動
の
一
部
を
、
桜
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井
啓
子
機
構
長
が
研
究
代
表
者
を
つ
と
め
る
科
学

研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
事
業
﹁
中
東
・

ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
の
留
学
生
獲

得
戦
略
：
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化
﹂

と
の
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
科
研
事
業
の
狙
い
は
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
や
海
外
展
開
を
通
じ
て
次
世
代
ム
ス
リ
ム
の
育

成
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム

系
宗
教
大
学
に
着
目
し
、﹁
知
﹂
の
伝
播
と
受
容
、

変
容
と
い
う
側
面
か
ら
、
現
代
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム

の
知
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

▼ 

ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
・
エ
ッ
テ
マ
ー
デ
ィ
ー
師
来

日
セ
ミ
ナ
ー

 

二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日

講
演
者　

 

ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
・
ア
ミ
ー
ル
・
セ
イ

エ
ド
・
ハ
サ
ン
・
エ
ッ
テ
マ
ー
デ
ィ
ー

（
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
・
ダ
ー
ル
・
ア
ル
・
エ
ル

メ
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
宗
教
学
院
長
）

題
目　

 ﹁
ゴ
ム
宗
教
学
院
法
学
上
級
課
程
に
お
け

る
教
授
／
学
習
方
法
―
―
改
善
の
動
向
と

未
来
の
展
望
﹂（
ペ
ル
シ
ア
語
・
日
本
語

通
訳
有
）

五　

 

大
学
間
連
携
等
に
よ
る
共

同
研
究

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
（
Ｗ

Ｉ
Ａ
Ｓ
）
と
上
智
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
に
締

結
さ
れ
た
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
に
関
す
る
学

術
協
定
書
﹂
に
基
づ
き
、
共
同
研
究
﹁
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
諸
宗
教
の
関
係
の
歴
史
と
現

状
﹂、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
講
読
会
﹂

を
は
じ
め
と
す
る
研
究
活
動
に
お
い
て
相
互
に
支

援
・
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
度
に

は
、
以
下
の
研
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

▼ ﹁
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
諸
宗
教
の
関

係
の
歴
史
地
現
在
﹂
研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
五

月
九
日
）、
第
二
回
（
七
月
四
日
）、
第
三
回

（
一
一
月
一
四
日
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁﹁
ア
ラ
ブ
の
春
﹂
か
ら
﹁
イ
ス

ラ
ム
国
﹂
へ
―
―
無
秩
序
と
混
乱
の
広
が
る
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
現
状
﹂

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日

司
会　

 

私
市
正
年
（
上
智
大
学
教
授
・
イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

講
師　

岩
崎
え
り
奈
（
上
智
大
学
教
授
）

　
　
　

 

鈴
木
恵
美
（
早
稲
田
大
学
地
域
・
地
域
間
研

究
機
構
主
任
研
究
員
）

　
　
　

高
岡
豊
（
中
東
調
査
会
上
席
研
究
員
）

　
　
　

澤
江
史
子
（
上
智
大
学
教
授
）

六　

そ
の
他
の
活
動

六
・一　

 

Ｗ
Ｉ
Ａ
Ｓ
︵
早
稲
田
大
学
拠
点
︶

関
連
行
事

▼ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
ル
コ
交
流
協
会
﹁
日
土
大

使
館
相
互
開
設
九
〇
周
年
記
念
講
演
﹂

 

二
〇
一
五
年
六
月
六
日

講
演
者　

 

ヤ
マ
ン
ラ
ー
ル
水
野
美
奈
子
（
本
協
会

代
表
／
元
龍
谷
大
学
教
授
）

題
目　

 ﹁
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
旧
日
本
国
総
領
事
館

の
歴
史
と
文
化
﹂

講
演
者　

 

川
本
智
史
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
）

題
目　

�﹁
東
京
モ
ス
ク
と
神
戸
モ
ス
ク
―
―
建
築

か
ら
見
た
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
﹂

▼ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
ル
コ
交
流
協
会
第
一
六
回

講
演
会

 

二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日

講
演
者　

小
松
香
織
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

題
目　

 ﹁
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
再
考
―

―
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
の
視
点
か
ら
﹂

▼
第
四
回
特
別
公
開
市
民
講
座

 

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
〇
日

基
調
講
演　

 ﹁
中
東
で
進
行
す
る
分
裂
と
再
編
―

―
転
換
期
に
ア
ラ
ブ
圏
の
行
方
を
考

え
る
﹂

講
演
者　

 

中
西
俊
裕
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
局
編

集
委
員
）

パ
ネ
ル
対
談

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　

加
藤
重
信
（
元
ヨ
ル
ダ
ン
大
使
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

　
　
　

 

林
幹
雄
（
元
住
友
商
事
株
式
会
社
オ
マ
ー
ン
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事
務
所
長
）

　
　
　

 

福
田
安
志
（
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

研
究
機
構
上
級
研
究
員
／
教
授
）

六
・
二　

 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
資
料
の

共
同
利
用

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
で

は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
の
支
援
体
制
の
一
環

と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
資
料
室
や

共
同
研
究
室
に
、
図
書
資
料
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
・
リ
ー
ダ
ー
、
大
判
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
施
設
や

な
ど
を
設
置
し
、
研
究
者
の
利
用
に
供
し
て
い 

ま
す
。
施
設
に
つ
い
て
は
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http: //w
w

w
.islam

icareastudies.jp/joint/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
に
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ

シ
ュ
資
料
『
英
国
図
書
館
所
蔵
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本

集
成
』
が
あ
り
ま
す
。
全
八
部
、
合
計
一
五
，

〇
〇
〇
点
近
く
の
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
で
構
成
さ
れ

る
こ
の
集
成
は
、
法
・
科
学
・
哲
学
・
文
学
・
歴

史
な
ど
の
様
々
な
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
利
用

価
値
の
高
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
機
構
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
を
元
に
全
セ
ク
シ
ョ
ン

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
ま
し
た
。
右
記
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
： 

聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
と
ク
ル
ア
ー

ン
学

　

Ａ
．
一
．
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン

　

Ａ
．
二
．
ク
ル
ア
ー
ン
の
朗
読
と
朗
誦

　

Ａ
．
三
．
注
釈

　

Ａ
．
四
．
ク
ル
ア
ー
ン
関
連
文
献

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
：
ハ
デ
ィ
ー
ス
学

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
：�

カ
ラ
ー
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神

学
）

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｄ
：�

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
（
フ
ィ
ク

フ
）

　

Ｄ
．
一
．
イ
ス
ラ
ー
ム
法

　

Ｄ
．
二
．�

法
学
派
（
ａ
～
ｅ
：
ス
ン
ナ
派
四
法

学
派
及
び
シ
ー
ア
派
）

　

Ｄ
．
三
．
相
続

　

Ｄ
．
四
．
そ
の
他

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
：
神
秘
主
義
と
敬
虔

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
：
祈
り
と
説
教

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｇ
：
哲
学

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｈ
：
倫
理
と
政
治

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｉ
：
伝
記

　

Ｉ
．
一
．
ム
ハ
ン
マ
ド
の
伝
記

　

Ｉ
．
二
．
総
記

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｊ
：
歴
史

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｋ
：
言
語
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）

　

Ｋ
．
一
．
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法

　

Ｋ
．
二
．
辞
書
学
・
文
献
学

　

Ｋ
．
三
．
修
辞
学
・
韻
律
学

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｌ
：
文
学

　

Ｌ
．
一
．
ア
ラ
ビ
ア
詩

　

Ｌ
．
二
．
ア
ラ
ビ
ア
散
文

　

Ｌ
．
三
．
選
集
・
そ
の
他
の
文
学
作
品

　

Ｌ
．
四
．
官
能
的
な
作
品

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｍ
：
芸
術
と
科
学

　

Ｍ
．
一
．
百
科
事
典

　

Ｍ
．
二
．
原
始
科
学

　

Ｍ
．
三
．
医
学

　

Ｍ
．
四
．
数
学

　

Ｍ
．
五
．
天
文
学

　

Ｍ
．
六
．
地
理
学

　

Ｍ
．
七
．
諸
芸
術
・
諸
科
学

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｎ
：�

バ
ー
ブ
教
・
バ
ハ
ー
イ
ー
教
文 

献

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｏ
：
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
文
献

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
：
キ
リ
ス
ト
教
文
献

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｑ
：
ユ
ダ
ヤ
教
文
献

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｒ
：
そ
の
他
の
文
書

そ
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
名
称
の

み
掲
載
し
ま
す
。
併
せ
て
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

・ 

シ
カ
ゴ
大
学
所
蔵
シ
ャ
イ
ヒ
ー
派
写
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

・ 

米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

米
国
国
務
省
機
密

文
書
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ァ
イ
ル

―
エ
ジ
プ
ト

事
情（
一
九
五
〇
―
一
九
五
四
） “C

onfidential 
U

.S. State D
epartm

ent Central Files. EG
Y

PT: 
Internal A

ffairs and Foreign A
ffairs, 1950-

1954”

・ 

呉
海
鷹
主
編
『
回
族
典
蔵
全
書
』（
全
二
三
五

冊
、
甘
粛
文
化
出
版
社
・
寧
夏
人
民
出
版
社
）

六
・
三　

早
稲
田
大
学
重
点
領
域
研
究

早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
・
ム
ス
リ
ム
研
究
所
の
活
動

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
所
（
所
長　

小
島

宏
・
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授
）

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
内
の
専
任
教

員
・
研
究
員
も
多
く
加
わ
っ
て
組
織
さ
れ
た
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
学
内
の
重
点

領
域
研
究
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
発

足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。﹁
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ム
ス
リ
ム
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
非
ム
ス
リ

ム
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
共
生
に
関
す
る
国
際
比
較
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研
究
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
を
は
じ
め
、
中

国
・
台
湾
・
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ム
ス
リ

ム
＝
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
実
態
に
つ
い
て
研
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
度
か
ら

は
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｂ
）﹁
東
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
共
生
：

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
容
の
比
較
研
究
﹂
の
採
択
を

受
け
て
、
さ
ら
に
多
く
の
研
究
者
の
参
加
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

お
も
な
活
動
と
し
て
、
定
例
の
研
究
会
に
加

え
、
毎
年
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ス
ジ
ド

（
モ
ス
ク
）
代
表
者
会
議
な
ど
を
組
織
し
て
お
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
と
の
共
催
も
多
い
。

調
査
報
告
を
含
む
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
研

究
所
が
発
行
し
て
い
る
年
次
報
告
書
や
研
究
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

二
〇
一
五
年
度
は
以
下
の
活
動
を
主
催
し
た
。

▼ 

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ム
ス
リ
ム
研

究
会

 

二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日

講
演
者　

樋
口
直
人
（
徳
島
大
学
）

題
目　

 ﹁
初
期
ハ
ラ
ー
ル
食
品
産
業
の
展
開
―
―

九
〇
年
代
の
状
況
﹂

七　

他
拠
点
の
活
動

Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（
東
京
大
学
拠
点
）

▼
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
班
定
例
研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
五

月
二
四
日
）、
第
二
回
（
六
月
二
七
日
）、
第
四
回

（
九
月
一
七
日
）、
第
五
回
（
一
一
月
一
八
日
）
第

六
回
（
一
一
月
二
九
日
）、
第
七
回
（
二
〇
一
六

年
二
月
二
三
日
）

ガ
ザ
攻
撃
一
周
年
・
映
画
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
集

い
﹁
ガ
ザ
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
﹂

 

二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日

映
画
上
映　

 ﹁
ガ
ザ
攻
撃　

二
〇
一
四
年
夏
﹂（
監

督
・
土
井
敏
邦
／
1
一
二
四
分
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
一
部

　

ガ
ザ
の
現
状
報
告

　

パ
レ
ス
チ
ナ
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

�

Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
）

　

 

ラ
ジ
・
ス
ラ
ー
ニ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
人
権
セ
ン
タ
ー

代
表
）（
映
像
出
演
）

第
二
部

　

 

解
説
（
中
東
情
勢
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
）

　
 

シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
情
勢
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
へ
の
影
響

　

臼
杵
陽
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

　

 

ガ
ザ
攻
撃
後
の
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

動
向

　

錦
田
愛
子
（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
）

第
三
部

　

討
論
（
ガ
ザ
に
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
）

　

司
会　

土
井
敏
邦

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者

　

臼
杵
陽

　

錦
田
愛
子

第
四
部

　

質
疑
応
答

▼ ﹁
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
民
主
化
﹂
研
究

班
研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
六

月
二
〇
日
）、
第
二
回
（
七
月
五
日
）、
第
三
回

（
九
月
二
二
日
）

▼
東
洋
文
庫
特
別
講
演
会

 

二
〇
一
五
年
九
月
一
〇
日

講
演
者　

 V
ladim

ir B
obrovnikov (Institute  of  

O
riental Studies, M

oscow
)

題
目　

 “G
odless Im

agination of Islam
” in the 

Inter- W
ar Soviet Posters, 1918-1940 ˮ

▼ 

キ
ル
ギ
ス
の
英
雄
叙
事
詩
マ
ナ
ス
を
め
ぐ
る
研

究
セ
ミ
ナ
ー

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
七
日

講
師　

 D
aniel Prior  (A

ssociate  Professor  of  H
is-

tory, M
iam

i U
niversity)

題
目　

 “T
he B

ard Sagym
bai O

rozbaq uulu 
and H

is Place in the K
irghiz E

pic 
Traditionˮ

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（
上
智
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
）

▼ ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
と
社
会
運
動
・
民
衆
運
動
﹂

研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
六

月
二
六
日
）、
第
二
回
（
七
月
一
九
日
）

▼
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
聖
者
信
仰
研
究
会
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二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
七

月
一
九
日
）

▼ ﹁
東
南
ア
ジ
ア
の
キ
タ
ー
ブ
比
較
研
究
﹂
研
究

会
二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
七

月
一
一
日
）

▼ ︿
ア
ジ
ア
研
究
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
一
五
﹀
第
一
回

﹁Transform
ing the C

ulture of “G
ivingˮ in 

Indonesia: the M
iddle C

lass M
uslim

, C
risis 

and Philanthropy
﹂

 
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
三
日

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（
京
都
大
学
拠
点
）

▼﹁
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
聖
者
信
仰
研
究
会
﹂

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
七

月
一
九
日
）

▼ 

京
都
大
学
拠
点
（
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
講
演
会
﹁
知
の

先
達
た
ち
に
聞
く
―
―
清
水
学
先
生
を
お
迎
え

し
て

 

二
〇
一
五
年
七
月
六
日

司
会　

長
岡
慎
介
（
京
都
大
学
准
教
授
）

講
演
者　

 

清
水
学
（
有
限
会
社
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役
）

題
目　

 ﹁
時
代
と
の
格
闘
と
地
域
研
究
―
―
歴

史
・
時
論
・
政
策
﹂

▼ 

第
九
回
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

 

二
〇
一
五
年
八
月
四
―
五
日

八
月
四
日

K
eynote Speeches ( co- hosted session)

講
演
者　

M
ehm

et A
sutay  (D

urham
 U

niversity )

題
目　

 “Islam
ic B

anking and Finance: N
egoti-

ating through Postcolonial Perspec-
tives”

講
演
者　

Yasushi K
osugi (K

yoto  U
niversity ) 

題
目　

 “A
 V

ision of Islam
ic R

evival and the 
Philosophy of a H

alal Life: Fram
ing Is-

lam
ic Econom

ics in a G
lobal Perspec-

tive”

Session 1

報
告
者　

 H
anim

on A
bdullah (D

urham
 U

niver-

sity)

題
目　

 “A
n Exploratory Exam

ination into the 
R

elationship betw
een C

orporate G
ov-

ernance and R
isk M

anagem
ent Prac-

tices in Islam
ic B

anks”

報
告
者　

�N
oor Z

ahira M
ohd Sidek (D

urham
 

U
niversity) 

題
目　

 “D
oes Political R

egim
e, G

overnance 
and Political R

isks M
atter for Islam

ic 
B

anking? ”

報
告
者　

H
ajar R

aouf (D
urham

 U
niversity ) 

題
目　

 “W
hat D

o R
isk G

overnance Fram
e-

w
orks Tell U

s about B
anksv Financial 

Perform
ance? T

he C
ase w

ith Islam
ic 

B
anks”

Session 2

報
告
者　

 B
anjaran Indrastom

o  (D
urham

 U
ni-

versity) 

題
目　

 “E
m

ergence of Islam
ic E

conom
ics 

M
ovem

ent in Indonesia: A
 Political 

Econom
y A

pproach”

報
告
者　

 K
entaro K

am
bara (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “H
ow

 does M
odern Islam

ic Finance 
R

econstruct Traditional Paw
nbroking 

（R
ahn)? A

 C
ase Study of B

runei D
a-

russalam
”

報
告
者　

 A
m

irul H
aqeem

 B
in A

bd G
hani

（D
urham

 U
niversity )

題
目　

 “Social D
isclosure: A

 C
om

parison be-
tw

een Islam
ic and C

onventional B
anks 

in M
alaysia”

八
月
五
日

Session 3 ( hosted by parallel w
orkshop)

報
告
者　

Iyas Salim
 (D

oshisha  U
niversity )

題
目　

 “Filling in the Void? Post-C
onflict Pal-

estinian Society betw
een M

itigation of 
International O

fficial A
id and collabo-

ration w
ith G

lobal C
ivil Society”

報
告
者　

 K
ensuke Yam

am
oto (K

yoto  U
niversi-

ty) 

題
目　

 “C
ontestation over Jerusalem

vs Sacred 
Sites: C

an B
e Shared or D

ivided? ”

報
告
者　

 Shun W
atanabe (K

yoto  U
niversity ) 
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題
目　

 “C
om

parative Politics of the M
onar-

chies: A
 Prelim

inary D
iscussion on 

W
estern and A

rab  M
onarchies”

報
告
者　

Fukiko Ikehata (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “R
eligious C

onflicts in the M
odern 

M
iddle East: U

nderstanding Jordan in 
a Sunni- Shiite Ternary R

ivalry”

Session 4 ( hosted by parallel w
orkshop)

報
告
者　

H
iroyuki Shiom

i (K
yoto  U

niversity ) 

題
目　

 “D
oes Iran seek Leadership at Islam

ic 
U

m
m

ah? A
 Prelim

inary D
iscussion on 

Iranvs International Strategies”

報
告
者　

 C
hiaki H

iga  (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “Socio-econom
ic D

evelopm
ent of A

bu 
D

habi and Transform
ation of W

om
envs 

Living”

報
告
者　

M
idori K

irihara (K
yoto  U

niversity

） 

題
目　

 “A
fghan D

iaspora C
om

m
unity from

 
A

fghanistan: H
ow

 D
o They M

ake C
ul-

ture and Identity”

Session 5 ( hosted by parallel w
orkshop) 

報
告
者　

Shinsuke N
agaoka (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “R
econsidering the R

ole of Traditional 
Islam

ic E
conom

ic Institutions for 
C

om
m

unity W
elfare: N

ew
 Paradigm

 or 
M

im
ic C

apitalist M
odel? ”

報
告
者　

M
ari A

dachi (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “N
ew

 W
ave of Zakat Practice in Indo-

nesia: R
econsidering Top- dow

n and 
B

ottom
- up D

ichotom
y Fram

ew
ork”

報
告
者　

Isa Y
ilm

az  (D
urham

 U
niversity )

題
目　

 ”C
onstituting Islam

ic Social W
elfare 

Function: A
n Exploration in Islam

ic 
M

oral Econom
y”

報
告
者　

M
arie Sato (K

yoto  U
niversity ) 

 

題
目　

 “M
apping the Socio-Ecological C

hang-
es in R

efugee- Influx in the M
iddle 

East: R
eflections on the C

ase of Jor-
dan”

Session 6

報
告
者　

K
hashan A

m
m

ar (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “The Q
uranvs Prohibition of K

ham
er 

（Intoxicants): A
 H

istorical A
nalysis 

for G
lobal Islam

ic Econom
ics”

報
告
者　

Turgay K
art (D

urham
 U

niversity )
題
目　

 “Islam
ic V

enture C
apital M

odels for 
Financing SM

Es in Turkey”

報
告
者　

H
arun Sencal (D

urham
 U

niversity ) 

題
目　

 “C
apitalism

 as Sovereign: C
ritical R

e-
flections on the Practice of Islam

ic Fi-
nance”

▼ 

中
東
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
政
治
運
動
の
変

容
と
社
会
経
済
発
展
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

 

二
〇
一
五
年
八
月
四
―
五
日

O
pening R

em
arks ( co- hosted session w

ith “the 
9th K

yoto-D
urham

 International W
orkshop in 

Islam
ic Econom

ics and Finance: N
ew

 H
ori-

zons in Islam
ic Econom

ics”)
K

eynote Speeches ( co- hosted session)

講
演
者　

M
ehm

et A
sutay (D

urham
 U

niversity )

題
目　

 “Islam
ic B

anking and Finance: N
egoti-

ating through Postcolonial Perspec-
tives”

講
演
者　

Yasushi K
osugi (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “A
 V

ision of Islam
ic R

evival and the 
Philosophy of a H

alal Life: Fram
ing Is-

lam
ic Econom

ics in a G
lobal Perspec-

tive”

Session 1 ( hosted by parallel w
orkshop)

報
告
者　

 H
anim

on A
bdullah (D

urham
 U

niver-

sity)

題
目　

 “A
n Exploratory Exam

ination into the 
R

elationship betw
een C

orporate G
ov-

ernance and R
isk M

anagem
ent Prac-

tices in Islam
ic B

anks”

報
告
者　

 N
oor Z

ahira M
ohd Sidek (D

urham
 

U
niversity)

題
目　

 “D
oes Political R

egim
e, G

overnance 
and Political R

isks M
atter for Islam

ic 
B

anking? ”

報
告
者　

H
ajar R

aouf (D
urham

 U
niversity )
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題
目　

 “W
hat D

o R
isk G

overnance Fram
e-

w
orks Tell U

s about B
anksv Financial 

Perform
ance? T

he C
ase w

ith Islam
ic 

B
anks”

Session 2 ( hosted by parallel w
orkshop)

報
告
者　

 B
anjaran Indrastom

o (D
urham

 U
ni-

versity)
題
目　

 “E
m

ergence of Islam
ic E

conom
ics 

M
ovem

ent in Indonesia: A
 Political 

Econom
y A

pproach”

報
告
者　

 K
entaro K

am
bara (K

yoto  U
niversity ) 

題
目　

 “H
ow

 does M
odern Islam

ic Finance 
R

econstruct Traditional Paw
nbroking 

(R
ahn)? A

 C
ase Study of B

runei D
a-

russalam
”

報
告
者　

 A
m

irul H
aqeem

 B
in A

bd G
hani 

( D
urham

 U
niversity )

題
目　

 “Social D
isclosure: A

 C
om

parison be-
tw

een Islam
ic and C

onventional B
anks 

in M
alaysia”

八
月
五
日

Session 3

報
告
者　

Iyas Salim
 (D

oshisha  U
niversity )

題
目　

 “Filling in the Void? Post-C
onflict Pal-

estinian Society betw
een M

itigation of 
International O

fficial A
id and collabo-

ration w
ith G

lobal C
ivil Society”

報
告
者　

 K
ensuke Yam

am
oto (K

yoto  U
niversi-

ty)

題
目　

 “C
ontestation over Jerusalem

vs Sacred 
Sites: C

an B
e Shared or D

ivided? ”

報
告
者　

Shun W
atanabe (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “C
om

parative Politics of the M
onar-

chies: A
 Prelim

inary D
iscussion on 

W
estern and A

rab M
onarchies”

報
告
者　

Fukiko Ikehata  (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “R
eligious C

onflicts in the M
odern 

M
iddle East: U

nderstanding Jordan in 
a Sunni- Shiite Ternary R

ivalry”

Session 4

報
告
者　

H
iroyuki Shiom

i (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “D
oes Iran seek Leadership at Islam

ic 
U

m
m

ah? A
 Prelim

inary D
iscussion on 

Iranvs International Strategies”

報
告
者　

C
hiaki H

iga (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “Socio-econom
ic D

evelopm
ent of A

bu 
D

habi and Transform
ation of W

om
envs 

Living”

報
告
者　

M
idori K

irihara (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “A
fghan D

iaspora C
om

m
unity from

 
A

fghanistan: H
ow

 D
o They M

ake C
ul-

ture and Identity”

Session 5

報
告
者　

Shinsuke N
agaoka (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “R
econsidering the R

ole of Traditional 

Islam
ic E

conom
ic Institutions for 

C
om

m
unity W

elfare: N
ew

 Paradigm
 or 

M
im

ic C
apitalist M

odel? ”

報
告
者　

M
ari A

dachi (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “N
ew

 W
ave of Zakat Practice in Indo-

nesia: R
econsidering Top- dow

n and 
B

ottom
- up D

ichotom
y Fram

ew
ork”

報
告
者　

 Isa Y
ilm

az (D
urham

 U
niversity )

題
目　

 “C
onstituting Islam

ic Social W
elfare 

Function: A
n Exploration in Islam

ic 
M

oral Econom
y”

報
告
者　

M
arie Sato (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “M
apping the Socio-Ecological C

hang-
es in R

efugee- Influx in the M
iddle 

East: R
eflections on the C

ase of Jor-
dan”

Session 6 ( hosted by parallel w
orkshop)

報
告
者　

K
hashan A

m
m

ar (K
yoto  U

niversity )

題
目　

 “The Q
uranvs Prohibition of K

ham
er 

(Intoxicants): A
 H

istorical A
nalysis for 

G
lobal Islam

ic Econom
ics”

報
告
者　

Turgay K
art (D

urham
 U

niversity )

題
目　

 “Islam
ic V

enture C
apital M

odels for 
Financing SM

Es in Turkey”

報
告
者　

H
arun Sencal (D

urham
 U

niversity )

題
目　

 “C
apitalism

 as Sovereign: C
ritical R

e-
flections on the Practice of Islam

ic Fi-
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nance”

▼ ﹁
国
際
関
係
（
国
際
組
織
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
含
む
）﹂
研
究
班
研
究
会

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
一
日

報
告
者　

 Q
azi A

bid (Professor , B
ahauddin  Za-

kariya U
niversity, M

ultan, Pakistan)
題
目　

 “The reflection of post 9/11 Pakistani 
Society in U

rdu literature”

報
告
者　

 A
nw

aar A
hm

ad, (professor , B
ahaud-

din Zakariya U
niversity, M

ultan, Paki-

stan, Form
er C

hairm
an N

ational L
an-

guage  A
uthority , Pakistan )

題
目　

 “M
ystic narrative of Islam

 in South 
A

sia w
idely accepted by great poets of 

Persian, U
rdu and m

ajor languages of 
Pakistan”

▼
第
三
回
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｓ
／
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｓ
―
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
国

際
合
同
セ
ミ
ナ
ー“Sufism

, Saint V
eneration 

and Tariqa M
ovem

ents in the Islam
ic W

orld”

 

二
〇
一
六
年
一
月
三
一
日

報
告
者　

Q
uentin G

IRO
U

D
 (C

N
R

S )

題
目　

 “Zikr and Sem
a R

ituals of the C
ontem

-
porary U

?? aki- H
alveti Sufi O

rder of 
Turkey”

報
告
者　

K
ie IN

O
U

E (Tokyo  U
niversity )

題
目　

 “R
uzbihan B

aqli Shirazivs Theory of 
Loveˮ

報
告
者　

R
achida C

H
IH

 (C
N

R
S )

題
目　

 “Sufism
 in the Early M

odern Period: 
A

hm
ad al- Q

ushshashi ( d. 1661) and 
the “M

edinese Schoolˮ”

報
告
者　

 D
aisuke M

A
RU

Y
A

M
A

 (N
ational  D

e-

fense A
cadem

y of Japan)

題
目　

 “M
eaning of W

asita (Interm
ediary): 

D
ifferent Interpretations betw

een Sufis 
and Salafis in C

ontem
porary Sudan”

報
告
者　

Thierry ZA
RC

O
N

E (C
N

R
S )

題
目　

 “V
isual hagiography in N

orthern A
fri-

ca: The case of A
hm

ad al- Tijani”

▼ W
orkshop A

ttached to the T
hird SIA

S / 
K

IA
S - C

N
R

S International Joint Sem
inar, 

“TR
A

D
ITIO

N
 A

N
D

 TR
A

N
SFO

R
M

A
TIO

N
 

IN
 TH

E PA
ST A

N
D

 PR
ESEN

T”

 

二
〇
一
六
年
二
月
一
日

報
告
者　

ISH
IK

AW
A

 K
ido (K

yoto  U
niversity )

題
目　

 “T
he C

om
parative Study on Parables 

of Birds betw
een ` A

ttar and Predeces-
sors”

報
告
者　

 Y
A

M
A

M
O

TO
 N

aoki (K
yoto  U

niver-

sity)

題
目　

 “D
uality w

ithout C
onflict: A

 M
ultiplex 

Interpretation of Islam
 A

ccording to 
‘A

bd al- G
hani al- N

abulusi”

報
告
者　

K
O

N
D

O
 Fum

iya (Sophia  U
niversity )

題
目　

 “T
he Egyptian M

aw
lid O

bserved in 
19th-C

entury B
ritish People: A

 Q
uan-

titative and Q
ualitative A

nalysis”

報
告
者　

 Y
A

M
A

ZA
K

I Satoru (K
yoto  U

niversi-

ty)

題
目　

 “Social O
rganization of A

rab A
levis in 

C
ontem

porary Turkey: A
 C

ase Study 
of EH

D
AV

 in A
ntakya, H

atay”

報
告
者　

 SA
ITO

 A
kiko (Sophia  U

niversity )

題
目　

 “Tribal Policy and its Transform
ation 

in Libya under the Q
adhafi R

egim
e”

報
告
者　

 A
ntony SU

SA
IR

A
J (Sophia  U

niversi-

ty)

題
目　

 “V
ivekanandavs U

nderstanding of Is-
lam

: Its Im
plications on H

is Idea of 
U

niversal R
eligion”

報
告
者　

 FU
TA

T
SU

Y
A

M
A

 Tatsuro (K
yoto  

U
niversity)

題
目　

 “Islam
ic R

eligious Practices Involving 
Trees: A

 C
ase Study of O

live Trees in 
C

ontem
porary Tunisia”

▼ 

Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研

究
京
都
大
学
拠
点
三
班
合
同
研
究
会
﹁
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
の
国
際
組
織
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
﹂

 

二
〇
一
六
年
二
月
五
日

▼ 

京
都
大
学
拠
点
（
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
講
演
会
﹁
知
の
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先
達
た
ち
に
聞
く
―
―
宮
治
美
江
子
先
生
を
お

迎
え
し
て
﹂

 

二
〇
一
六
年
二
月
六
日

講
演
者　

宮
治
美
江
子
（
東
京
国
際
大
学
名
誉
教

授
）

題
目　

 ﹁
マ
グ
リ
ブ
研
究
と
文
化
人
類
学
―
―
女

性
た
ち
と
の
出
会
い
を
重
ね
て
﹂

▼ Fifth Joint Sem
inar of C

enter for Islam
ic 

A
rea Studies ( K

IA
S) and G

raduate School 
of A

sian and A
frican A

rea Studies ( A
SA

-
FA

S), K
yoto U

niversity and Institute for 
M

editerranean Studies ( IM
S), B

usan U
ni-

versity of Foreign Studies “A
rea Studies and 

A
rea Inform

atics in the M
editerranean 

W
orld”

 

二
〇
一
六
年
二
月
一
六
日

O
pening Session 

C
hair

　
　
　

�IM
A

M
A

TSU
 Yasushi (V

isiting  A
ssoci-

ate Professor, G
raduate School of A

sian 

and A
frican A

rea Studies)

W
elcom

e Speech

　
　
　

�TO
N

A
G

A
 Yasushi (D

irector , C
enter  for  

Islam
ic A

rea Studies)

G
reeting Speach

　
　
　

�Y
O

O
N

, Yong-Soo (D
irector , Institute  for  

M
editerranean Studies)

Session 1
C

hair

　
　
　

�N
A

G
A

O
K

A
 Shinsuke (A

ssociate  Profes-

sor, G
raduate School of A

sian and A
frican 

A
rea Studies)

報
告
者　

 FU
JII C

hiaki (A
ssistant  Professor , 

G
raduate School of A

sian and A
rea 

Studies )

題
目　

 “T
he G

row
ing Islam

ic M
ovem

ent on 
the East A

frican C
oast”

報
告
者　

 C
H

A
N

G
, N

ina (H
K

 R
esearch  Profes-

sor, Institute for M
editerranean Studies)

題
目　

 “A
 Study on D

eveloping a M
odel for 

Integrating Language and C
ulture for 

the M
uslim

 im
m

igrants in France 
through Im

m
igration Policy”

Session 2
C

hair
　
　
　

�C
H

A
N

G
, N

ina
報
告
者　

 Y
A

M
A

M
O

TO
 K

ensuke (Ph .D
. Stu-

dent, G
raduate School of A

sian and A
rea 

Studies)

題
目　

 “D
ispute over Sacred Sites in C

ontest-
ed Jerusalem

: T
he R

ole of Islam
ic 

M
ovem

ent in Israel”

報
告
者　

 K
IM

, Soojung  (Ph .D
 candidate , Insti-

tute for M
editerranean Studies)

題
目　

 “The M
iniature A

rt in the m
anuscripts 

of the O
ttom

an period (15 c~19 c) ”

報
告
者　

 W
A

TA
N

A
B

E Shun (Ph .D
. Student , 

G
raduate School of A

sian and A
rea 

Studies)

題
目　

 “Jordan as a M
odern H

ybrid M
onar-

chy: A
 C

ase of the M
ashriq K

ingdom
”

Session 3 (16:30-17:30)
C

hair

　
　
　Y

O
O

N
, Yong-Soo

報
告
者　

 K
A

N
G

, Jihoon (H
K

 R
esearch  Profes-

sor , Institute  for  M
editerranean  Studies )

題
目　

 “A
 R

esearch for ‘Elctronic C
ultural 

A
ltlas of M

edtierranean ( EC
A

M
) v of 

IM
S: Focused on D

igital H
um

anities 
System

 C
onstruction of Interdisciplin-

ary B
ased C

ollaboration”

報
告
者　

 H
A

R
A

 Shoichiro (D
irector , C

enter  for  

Integrated A
rea Studies, K

yoto U
niversi-

ty)

題
目　

 “Inform
ation Infrastructure to accu-

m
ulate, link and use “K

now
ledge of 

A
rea””

C
losing Session 

C
hair

　
　
　

 TO
N

A
G

A
 Yasushi

Ｔ
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（
東
洋
文
庫
拠
点
）

▼﹁
シ
ャ
リ
ー
ア
と
近
代
﹂
研
究
会
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二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
四

月
一
九
日
）、
第
二
回
（
五
月
一
〇
日
）、
第
三
回

（
六
月
一
四
日
）、
第
四
回
（
七
月
五
日
）、
第
五

回
（
一
〇
月
一
一
日
）

▼ ﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
イ
ラ
ン
式
簿
記
術

の
成
立
と
展
開
﹂
研
究
会

二
〇
一
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
四

月
二
〇
日
）、
第
二
回
（
五
月
一
八
日
）、
第
三
回

（
六
月
一
九
日
）、
第
四
回
（
七
月
一
七
日
）、
第

五
回
（
八
月
八
月
二
一
日
）、
第
六
回
（
一
〇
月

二
三
日
）、
第
七
回
（
一
一
月
一
六
日
）、
第
八
回

（
一
二
月
二
一
日
）、
第
九
回
（
二
〇
一
六
年
一
月

一
八
日
）、
第
一
〇
回
（
三
月
二
五
日
）

▼
近
代
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
比
較
法
制
度
史
研
究
会

第
五
回
研
究
会
（
二
〇
一
五
年
六
月
二
〇
日
）、

第
六
回
（
一
一
月
一
四
日
・
一
五
日
）

▼
オ
ス
マ
ン
史
研
究
会

第
四
回
定
例
会
（
二
〇
一
五
年
七
月
四
日
）

第
一
回
ボ
ア
チ
・
エ
ル
ゲ
ネ
氏
講
演
会
（
一
〇
月

二
八
日
）、
第
二
回
（
一
〇
月
三
〇
日
）

▼
第
八
回
オ
ス
マ
ン
文
書
セ
ミ
ナ
ー

 

二
〇
一
六
年
一
月
九
日
・
一
〇
日

講
師

　
　
　

秋
葉
淳
（
千
葉
大
学
文
学
部
）

 　
　
　

 

髙
松
洋
一
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
）

一
月
九
日

　
　
　

 

イ
ラ
ー
デ
お
よ
び
ハ
ッ
ト
ゥ
・
ヒ
ュ
マ
ー

ユ
ー
ン
の
解
説
（
秋
葉
淳
、
髙
松
洋
一
）

　
　
　

イ
ラ
ー
デ
の
講
読
（
秋
葉
淳
）

一
月
一
〇
日

　
　
　

イ
ラ
ー
デ
の
講
読
（
秋
葉
淳
）

　
　
　

嘆
願
書
の
解
説
と
講
読
（
髙
松
洋
一
）

　
　
　

嘆
願
書
の
講
読
（
髙
松
洋
一
）

▼
第
一
四
回
中
央
ア
ジ
ア
古
文
書
セ
ミ
ナ
ー

 

二
〇
一
六
年
三
月
一
三
日

矢
島
洋
一
（
奈
良
女
子
大
学
研
究
院
人
文
科
学
系
・

准
教
授
）

　
　
　
﹁
一
九
世
紀
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
請
願
状
①
﹂

　
　
　
﹁
一
九
世
紀
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
請
願
状
②
﹂　

磯
貝
健
一
（
追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
・
教

授
）

　
　
　

 ﹁
共
有
状
態
に
あ
る
遺
産
の
持
分
確
定
に

か
ん
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
﹂
①

　
　
　

 ﹁
共
有
状
態
に
あ
る
遺
産
の
持
分
確
定
に

か
ん
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
文
書
﹂
②


